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研究成果の概要（和文）：ヒト皮下脂肪組織より単細胞分画SVFを分離し、FACSにて表面抗原CD271陽性ならびに
陰性のサブセットに群分けを行った。低酸素培養を行うか否かで更に群分けを行い、エクソソームを分離、内包
されるmicro RNAについて解析を行った。CD271陽性サブセット由来のエクソソームは低酸素に限らず、高いin 
vivo血管新生能を示した。現在、micro RNA arrayによる解析を試みている。

研究成果の概要（英文）：Human SVF cells were obtained subcutaneous adipose tissue. The, CD271+ and 
CD271- subsets were isolated from SVF by FACS. Both of them were cultivated in normal condition or 
hypoxic condition. Exosome were isolated using magnet beads. Micro RNAs obtained from exosomes were 
isolated and analyzed by microarray. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
新規の血管新生因子の探索に関して探索を行うことは、糖尿病などの増加や高齢化社会を迎えるにあたって増加
の一途をたどる虚血性疾患の新規治療につながる意義をもつ

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
患者の皮下脂肪組織より組織に常在する幹細胞(間葉系幹細胞)を分離し、虚血臓器に直接投与す
る幹細胞治療は、食の欧米化・高齢化の進行に伴い虚血性疾患が増加の一途を辿る本邦において
期待を集めてきている。しかしながら、細胞治療は細胞採取に伴う侵襲・コストの問題から、必
要な際に反復治療ができないという点が最大の問題点である。そこで我々は、幹細胞移植を要さ
ない再生医療の実現のために、本研究を着想した。 
 近年、幹細胞特有の再生治療効果のメカニズムとして、多彩な遺伝子発現制御ネットワークを
形成する小分子 RNA(miRNA)による機能性核酸の作用が注目されている。申請者は、ヒト脂肪
組織幹細胞の横断的な機能解析により、虚血臓器において高い組織定着能を有しかつ血管新生
効果をもつエリート幹細胞(LNGFR 陽性幹細胞)を同定した(図１)。本研究では、エリート幹細
胞の有する高い治療効果を miRNA が介するとの仮説を検証することにより、細胞移植を必要
としない、低侵襲かつ反復投与可能で、より高い直接効果を期待できる血管再生医療を実現でき
る可能性がある。 

 
 
２．研究の目的 
LNGFR 陽性幹細胞の exosome に特異的に内包されている miRNA を同定し、その血管新生効
果について検証する 
 
 
３．研究の方法 
まず、すでに樹立済みのヒト LNGFR 陽性ならびに陰性幹細胞の miRNA プロファイルを比較解析
することで、LNGFR 陽性幹細胞にのみ特異的に発現する miRNA を探索・同定する。幹細胞由来の
血管新生効果を有する miRNA の報告に関してはいまだ知見に乏しく、かつサブセット分類を伴
う検討がなされていない。本研究では、多様な ADRC 細胞群の中で、血管新生能に特化した LNGFR
陽性幹細胞に注目し、より選択性の高いスクリーニングを行えることで独自性が高い。 
次に、虚血組織での血管新生を模するために、LNGFR 陽性幹細胞を低酸素環境に暴露し、そこで
発現が亢進する miRNA を選定する。 
この 2段階のスクリーニングにより、独自性・新規性が高く、また血管新生能に特化した miRNA
を同定することが可能であると考えられる(研究概要図)。 
 

 
 



４．研究成果 
ヒト皮下脂肪組織より単細胞分画 SVF を分離し、FACS にて表面抗原 CD271 陽性ならびに陰性の
サブセットに群分けを行った。低酸素培養を行うか否かで更に群分けを行い、エクソソームを分
離、内包される micro RNA について解析を行った。CD271 陽性サブセット由来のエクソソームは
低酸素に限らず、高い in vivo 血管新生能を示した。現在、micro RNA array による解析を試み
ている。 
得られた知見に関して、日本再生医療学会や米国心臓病学会にて発表を開始している。
Microarray の結果ならびに同定した miRNA の in vivo への投与実験を終了ののち、論文投稿の
予定としている。 
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